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1  はじめに 

Web サービスの第一印象は，利用者が最初に訪

れるポータルサイトによって決まる．そのため

以下の 3点が要求される． 
 

 利用者を惹きつける豊かな表現能力と快適

な操作感 

 機能変更の容易さと高い拡張性 

 上記の 2 点を満たしつつ，サーバやネット

ワークの負荷を軽減できる機構 
 

本稿ではフロントエンド技術を中心としたポ

ータルサイト向きの軽量な Web フレームワーク

の実装について述べる．また，実利用すること

で評価を行う． 

 

2  フレームワークの仕様 

本稿で開発するフレームワークを「Vimana」

と命名した．Vimana を用いたポータルサイトを

構成する要素は，ナビゲーションメニュー，コ

ンテンツページ，カード型プラグインである．

ナビゲーションのメニューとコンテンツページ

は 1対 1対応となっている． 

Vimana では，前述の 3 点を満たす為に，次の

アプローチを取ることにした．まず，利用者を

惹きつける豊かな表現能力を実現するために

JavaScript による UI・UX ライブラリと CSS によ

るデザインテンプレートを提供する．機能変更

の容易さと高い拡張性を実現する手法としては 2

種類の拡張機構を用意する．ひとつはトップペ

ージとなるホーム画面にカード型の小機能を追

加するプラグイン機構．もうひとつは，ホーム

画面とは別のコンテンツページを増やす機構で

ある．サーバやネットワークの負荷を軽減する

機構としては，シングルページアプリケーショ

ン[1]を採用する． 

3  実装 

前述の仕様をもとに設計し，Vimana フレーム

ワークの実装を行った．また，ソースコードは

オープンソースとして公開した．Vimana はフロ

ントサイドを JavaScript ライブラリと CSS ライ

ブラリで実装される．JavaScript ライブラリで

は，UI・UX だけでなくカード型プラグイン用の

API も提供している．また，サーバサイドは

Javaライブラリとして実装される．  

Vimana フレームワークの全体像を図 1 に示す． 
 

 

 
 

図 1：Vimana フレームワークの全体像 
 

Vimana を利用するポータルサイト開発では，

開発者は Controller によるルート定義と各コン

テンツページの HTML ファイル，Config ファイル

の記述が最低限必要となる．また，一般的なテ

ンプレートエンジン機構を持つ為，全体を構成

するレイアウト部分とコンテンツ部分で HTML フ

ァイルを分ける必要がある． 
 

3.1  サーバ負荷軽減技術 hide+pjax 

サーバ負荷軽減技術として，既存技術である

pjax にレンダリングエンジンによる非表示機能

を組み合わせた「hide+pjax」を提案した． 

hide+pjax は，シングルページアプリケーショ

ンという技術概念とその実現技術である pjax を

もとに実装を行っている．pjax はシングルページ
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アプリケーションを実現する技術として注目されて

おり，URL の履歴を書き換える History API を用い

て現在の WEB ページの URL を書き換えつつ，Ajax

を用いてコンテンツを書き換えるものである．pjax

によってコンテンツに一意の URL を振り分けること

ができるため，ユーザビリティを損なうことなく，

シングルページアプリケーションを実現させること

ができる．しかしながら，pjax ではページ遷移

ごとにリクエストが発生している．ポータルサ

イトのような WEB ページでは，即時的な反映が

必要であるコンテンツは少ない．そのため一度

表示したものに対してはキャッシュを行うこと

が有効である．pjax に加えブラウザ上でコンテ

ンツの非表示化によるキャッシュを行うことで，

余分なリクエスト回数を削減することができる

と考え，それを hide+pjaxと命名した． 

 

4  利用例 

東京工科大学では，学生に対してクラウドサ

ービスの提供を行うプロジェクトが実施されて

いる[3]．その一環として独自のポータルサイト

を開発し，2014 年 4 月から全学生・教員，約

8000 人に向けて公開している．このポータルサ

イトでは，本稿で開発した Vimana フレームワー

クを使用している． 

東京工科大学のポータルサイトを図 2 に示す． 
 

 

 
 

図 2： 東京工科大学のポータルサイト 
 

東京工科大学のポータルサイトではカード型

プラグインとして以下の 2 つが実装・運用され

ている． 
 

 お知らせシステム 

hide+pjax 機能により，即時的なメッセージ

の反映が困難となっている．そこで，お知らせ

システムとしてプラグインを実装することによ

って，緊急を要するサービスのメッセージ通知

等を行うことができる． 

 出席管理システム 

東京工科大学では，クラウドを用いた出席管

理システムの提供も行っており，ユーザインタ

フェースはポータルサイトのプラグインとして

実装されている．この出席管理システムでは学

生個人の履修状況によって，必要な時間に自動

で出席フォームが立ち上がるように設計されて

いる． 
 

5  評価 

 東京工科大学での運用データをもとに評価を

行った．フレームワークを使用しない場合のレ

スポンスデータ量は一日平均で約 5,772MB であ

った． 

フレームワーク適用後の平日一週間のレスポ

ンスデータ量を表 1に示す． 
 

表 1：平日一週間のレスポンスデータ量 

 アクセス数 データ量[byte] 

2014/12/15 12,392 144,623,903 

2014/12/16 8,584 95,955,847 

2014/12/17 16,085 189,088,700 

2014/12/18 10,929 120,143,603 

2014/12/19 11,118 133,806,448 

平均 11,821 136,723,700 
 

上記表の通り，一日平均で約 130MB のデータ

量に抑えることができている．これは hide+pjax

によってリクエスト回数を大きく削減できたこ

とが要因であると考える． 

 

6  おわりに 

 本稿により，フロントエンド技術を中心とし

た軽量な Web フレームワークの開発を行うこと

ができた．特に hide+pjax は負荷軽減に大きな

効果をもたらしている． 

しかしながら，hide+pjax ではコンテンツ量の

増加に対するメモリ使用量が問題であり，将来

的には一定の使用量によりリフレッシュを行う

機構が必要である． 

 また，オープンソースとして公開したことで，

より多くの開発者によって改修されると期待し

ている． 
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